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１．概要（Summary ）： 

ポリエチレンテレフタレート（PET）などのポリマー

フィルムの表面改質のために金蒸着を行った。さらに、

金表面をアルカンチオールと反応させることにより、

表面の物理化学的性質の異なる細胞培養基材を作製

した。得られた細胞培養基材上でマクロファージを培

養することにより、細胞培養基材表面の物理化学的性

質がマクロファージの活性に与える影響について検

討した。 

２．実験（Experimental）： 

メタノールにより洗浄した PET フィルム（厚み 50 

µm）表面に対して、抵抗加熱蒸着装置（（株）サンバ

ック社製 L-045E）を用いて、厚み約 50 nm の金薄膜

を真空蒸着した。作製した金蒸着フィルム表面に対し

て、異なる官能基（メチル基、ヒドロキシ基、カルボキ

シ基、アミノ基、リン酸基、およびトリメチルアンモニ

ウム基）をもつアルカンチオールを反応させることに

より、物理化学的性質の異なる自己組織化単分子膜

（SAM）を形成させた。得られた SAM フィルムを細

胞培養基材として用いて、マクロファージ細胞株

（RAW264 細胞）を培養した。 

３．結果と考察（Results and Discussion）： 

異なる SAMフィルム上にRAW264細胞を播種したとこ

ろ、RAW264 細胞の接着は表面官能基の種類に依存する

ことがわかった（データ省略）。Fig.1 は異なる SAM フ

ィルム上に接着した RAW264 細胞へリポ多糖（LPS）刺

激を与えた場合の培養上清中の一酸化窒素（NO）濃度を、

Fig.2 は上清中の炎症性サイトカイン IL-1の濃度を、そ

れぞれ示す。いずれの数値も、SAM の種類に対するよく

似た依存性を示した。以上より、LPS 刺激が加えられた

際のマクロファージからの NO あるいは IL-1産生は、

SAM の種類によって異なっていることがわかった。 

４．その他・特記事項（Others）： 

科学研究費補助金 挑戦的萌芽研究「マクロファージ

機能修飾による再生治療新規アプローチへの挑戦」

（平成 25 年〜26 年度）研究代表者：田畑泰彦 

Fig.1 NO Survival Rate on SAM film 

 

 

Fig.2 IL-1 Survival Rate on SAM film  
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